
 

■ 渋滞の科学 

交通渋滞を無くする、あるいは緩和するためには、通勤時の自動車利用を少し控えるだけ 

で大きな効果があるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 交通渋滞緩和例（その１） 

 京都府宇治地域では、エコ通勤プロジェクトに取り組んだ結果、中心部に向かう交通量が 

25％減少するとともに、通勤時間帯の渋滞長が短くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

１分当たり１００台のクルマが通れる道に、 

   １０３台のクルマが通ろうとすると、 

   ３台分の渋滞（約２０ｍ）ができます。 

 

   それが２０分続けば４００ｍの渋滞に 

   つまり 

   クルマが３％減れば 

   渋滞は無くなり得るのです 

 

    （出典：交通工学研究会発行 「交通渋滞 徹底解剖」） 

 

渋滞緩和による地域環境の改善 



 ■ 交通渋滞緩和例（その２） 

       日東電工(株)尾道事業所では、約 2000 人の従業員のほとんどがマイカーで通勤しており、 

周辺地域の交通渋滞を引き起こしていました。 

       そこで、従業員専用の通勤バスを導入するなどのエコ通勤を推進したところ、900 人ほどが 

バス通勤に転換し、渋滞を大幅に緩和することが出来ました。 

  その後、バスの運行は市営バスに委託され、周辺住民の交通利便性の向上に繋がっています。 

 

 

                           （出典：国土交通省ホームページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


